


    悩み

     何の治療もしなければ黄疸で死んでしまうと悩んだ。 


    助言

    
              【黄疸とは】




  
  黄疸は、血液中のビリルビンの濃度が異常に上昇して起こります。黄疸は、白目の部分が黄色っぽくなっているかどうかをみると確認しやすく、倦怠感、食欲不振、腹部膨満感、皮膚のかゆみなどの症状があらわれることもあります。
黄疸は、肝臓や胆道の機能低下が原因で起こり、肝臓のおもな病気には、肝がんのほか、肝炎、肝硬変などがあげられます。
医師は、血液検査や画像検査などの検査結果から、確定診断を行い、必要な治療について、患者さんやご家族に説明します。
肝細胞がんの治療法としては、手術、肝動脈塞栓術（TAE）、経皮的エタノール注入療法(PEI)、ラジオ波焼灼療法（RFA）などがあります。他からの転移の場合は、一般に手術の適応とはならず、抗がん剤などの治療が行われます。がんの広がり、肝機能の両面から、個々の患者さんにあった治療を選択することが大切です。
あなたに勧められる治療法、治療の目的や期待できる効果、合併症の危険性、治療期間など、分からないこと、不安なことは、遠慮なく担当医にご相談ください。
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